第45回千葉県歴史教育研究集会　千葉集会　　　　　　2012年1月28‐29日
千葉大学教育学部

地域分科会
　里見氏稲村城跡保存運動１７年のあゆみ
－地域に根ざした市民活動が実り
里見氏城跡「国史跡」決定－
　　　　　　　　　　　　　　愛沢 伸雄（安房支部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里見氏稲村城跡を保存する会代表
NPO法人安房文化遺産フォーラム代表
1996年から始まった里見氏稲村城跡保存運動は、本年で17年目をむかえた。この間、保存と史跡化をめざし地域に根ざしたさまざまな活動をおこなってきた。昨年７月末、館山市教育委員会は文化庁に国史跡指定をもとめる意見具申書を提出したと報告された。その結果、11月18日の国の文化審議会文化財分科会において、国史跡指定の審議・議決後、文科大臣に答申したと報道された。
そして、本年2012年1月24日の官報では、里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）の国史跡を告示した。1996年以来、16年間にわたる市民による文化財保存運動は実って、里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）が国史跡になった。この市民が主役になった地域づくり活動でもあった文化財保存運動のあゆみを報告する。
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１．１６年の保存運動を振り返って
（１） 保存運動前の「稲村城跡」をめぐるおもな動き
館山市にある稲村城跡は、館山平野を見渡せる丘陵地につくられた戦国期の房総最大の大名であった房総里見氏の初期の本城といわれている。曲亭（滝沢）馬琴の長編小説『南総里見八犬伝』の舞台のひとつになっており、安房の地のシンボル的な文化遺産ともいえる。この城跡が、行政当局によって破壊される直前にあった。保守的な政治風土のもと市民運動など育たないといわれた地域であるが、文化財保存には全くの素人と言っていい市民や教師たちが立ち上がった。

ところで稲村城跡は、1983年に千葉県教育委員会が県下1,000余の城郭遺構を調査した際に最重要遺跡として評価している。測量では標高64ｍの通称「城山」という主郭部と、南側の４カ所の小丘陵にある中郭部を含む東西500ｍ南北500ｍの範囲にとどまらず、北側の滝川は自然の城濠、東･南･西の丘陵は城の外郭部とすると、東西約２ｋｍ南北約1.5ｋｍの大規模な城郭が想定されると報告された。発掘でも高度な城普請がおこなわれ、安房国の軍事的経済的要衝で安房国府を押さえる所堅固な城と評価された。遺構をみると、築城に高度な土木工事が施されており、主郭部では平坦面を広くするため、他にあまり類例がないといわれる版築技法を用いて造成していた。また、里見氏系城郭に特有な垂直切岸や大小さまざまな腰曲輪を重ねた防御施設が構築されている。主郭部の土塁と櫓台は地山を削り残しているものの、後に改変された形跡はないので戦国前期の形態をとどめた城郭と推定された。
　城郭という極めて専門分野の文化財であったので、千葉城郭研究会から全面的な支援と協力を受け、真っ正面から保存運動に取り組んでいった。また、全国の中世史研究者や東国史研究者、文化財保存関係者の支援の輪が急速に広がり、稲村城跡の破壊をストップさせる大きなうねりになっていった。
　稲村城跡問題の発端は、工業団地進入路として市議会の認定を受けた市道8042号線が道路事情やＪＲ踏切改廃に関わり、稲村城跡主郭部を橋桁にする高架橋計画となった。事業推進を急いでいた市当局は、地元地権者総会の承認を受けて、土地買収や進入路建設工事を進めたのである。実は、稲村城跡の主郭部は文化財保護法に規定された埋蔵文化財保護に関わる周知の遺跡であったが、市当局は計画策定段階で義務づけされている千葉県教育委員会との協議を無視し、すでに市議会や地元地権者の合意のなかで、高架橋と進入路の建設は着工目前であり、城跡破壊は時間の問題であった。
１９８３年８月　　　千葉県教育委員会、中世城郭の最重要遺跡として「稲村城跡」を　（昭和５８）　　　学術調査（報告書作成：天野努氏）
１９９１年８月　　　館山市議会市道認定をする（起点と終点が決まる）。
（平成３）　      工業団地推進室において、５コース案を想定。
　　　　　　　　　　市教育委員会、市道予定地が埋蔵文化財指定地域かどうかの照会をうける。
１９９２年 ９月　　 稲地区地権者総会：「稲村城跡」通過する市道建設を承認。
１９９６年 ３月９日 館山市議会で神田守隆議員、「稲村城跡」問題をとりあげる。
                    （市長の見解；史跡等の文化財の保護については事前に必要な調

査や関係機関との協議をおこない、適切に対処する。道路予定地

の買収は終わっていない）
（２）「稲村城跡」保存運動の経緯
　　①　保存運動の「第１段階」　1996年３月～７月
　　　　「緊急に市民につたえ、稲村城跡破壊をストップさせる」
    1996年４月14日、150余名の参加で第１回「房総里見氏と稲村城跡をみつめる」が開催され、終了後に50余名によって里見氏稲村城跡を保存する会が結成された。６月９日の第１回総会では（１）稲村城跡を史跡にする（２）城跡の保存をさまたげる道路建設等は認めない（３）史跡保存まで会を運営する、という３項目の方針が決められた。以後、今日まで１７年、さまざまな経緯のなかで100余の会員を中心に、稲村城跡の保存運動は地道に続いてしてきた。
　　暫定的な運動方針
           （１）市議会・市当局への対応･･･請願書・署名活動
         　（２）教育委員会・文化財審議委員会への対応
           （３）地権者への対応･･･稲村城跡などの勉強会を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　地元への働きかけを強める
           （４）保存する会･･･会報の発行・史跡公園化はどうか
＊世話人で「稲村城跡を保存する会」の目的と方針確認（５月５日）
                    　１．稲村城跡を史跡にする。
                    　２．城跡の保存をさまたげる道路建設等は認めない。
                    　３．史跡保存まで会を運営する。
１９９６年６月９日　第１回「保存する会」総会
　　　　　紹介議員挨拶、経過説明、会則承認、会計報告、今後の活動方針、質疑応答
　　②　保存運動の「第２段階」　1996年８月～12月
「地域の歴史学習をしながら、啓蒙活動につとめる」
　　　　　第２段階の運動方針（世話人事務局会議９６年８月１４日）
　　　　　（１）会の運営のため、定期的な会合をもつ。
          （２）会則の方針で事務局体制を早急に確立する。
　　　　　（３）冊子の発行と資金問題
　　　　　（４）今後の日程について
　　　第２段階の具体的方策
　　　１．「保存する会」運営のため、世話人事務局の会合を定期的に開催する
  　　２．会則の方針で事務局体制を早急に確立する。
　　　　　・仕事の分担
　　　　　　総務　・署名活動の推進（１万名目標）・会員の拡大（200名目標）
                  ・冊子「里見氏稲村城跡をみつめて」作成・会報の発行
        　　財政　・会計･･･郵便局振込口座・賛助金依頼、冊子等の販売
            企画　・史跡見学会、講演会等の企画、運営
                  ・里見関係史跡伝承ガイドブック等の企画、作成
            文化財・文化財調査研究論文等収集・全国の保存運動
　　　　　　　　　・法律問題（文化財保護法）、史跡指定問題等
    　３．冊子の発行する（「里見氏稲村城跡をみつめて」1000円）
　　　４．地域の史跡等の調査研究活動に積極的に取り組む
　③　保存運動の「第３段階」　1997年１月～1999年８月
　　　「地元・地権者への働きかけを強めるとともに、国史跡指定の　　　　　　　　　　　　　可能性をさぐりながら、請願書の採択と市当局・市議会の関　　　　　　　　　　　　　係改善を図っていく」
　　　　（１）地元・地権者の理解と協力が得られる保存運動を考える。いままでの運動を総括しながら、会員全体で地元や広く市民、そして市当局、市議会への働きかけや啓蒙活動をすすめる。
　　　　（２）保存・史跡化にむけての具体的プロセスを提起しながら、国指定史跡化の可能性を追求する。地元・地権者と意見交流を深め、広く市民の理解をもとめる。とくに市当局・市議会との話し合いの場をつくり、国史跡指定化にむけての連携と協力体制をさぐる。
　　　　（３）市民ぐるみの文化財保護のあり方を考えるためにも、館山市文化財審議会や館山市文化財保護協会など、安房郡市の文化財保護関係団体や、関係者との交流を積極的に図る。
　　　　（４）従来通り、会全体で集い・講演会・フィールドワークなどに取り組み、一人ひとりの力を結集する。そのためにも、会が活性化するように企画・運営を工夫し、参加しやすいかたちを追求する。
　　　　（５）地域の史跡等の調査研究活動に積極的に取り組む。なお、ガイドブックや、「みつめる」冊子を作成する。
      １９９７年　２月１６日　第２回「保存存する会」総会
　　　　　　　　１２月１８日　文教民生委員会での全委員一致による「請願書」採択
　　　　　　　　１２月２２日　館山市議会本会議で全会一致による「請願書」採択
      １９９８年　９月２７日　第３回「保存する会」総会
      　　　　　１２月１３日  第４回「保存する会」臨時総会
　④　保存運動の「第４段階」　1999年９月～2004年５月
　　　　　「歴史的風土と文化財を活かした『地域づくり』を通じて、里見氏城郭群の国史跡指定化の意義を訴えていく」
　　　　　　　「里見氏城郭群の国史跡指定」をめざす運動は、広域の市町村行政や安房地域の活性化につながるように位置づけ、市町村単位での史跡指定・史跡公園などの整備にむけての情報を提供する。
　　　　　　　　その際、全国の「国史跡指定」化の方法を学びながら、この地域での史跡化のプロセスや「国史跡指定」のプランなどを地元・地権者や市町村当局・教育委員会に提案していく。
　　　　　　　(a)「国史跡指定」に対して、広域市町村間での連携をとり、各自治体の　　　　　　　　　文化行政との兼ね合いを考えながら、会の活動への理解と協力を得る。
　　　　    　(b)「国史跡指定」にむけて、各地元・地権者への働きかけをおこなう。
　　　　    　(c) 文化財を活かした「まちづくり」・地域振興プランづくりがなされるように、「国史跡指定」にすることで、文化財関係団体や商工・観光関係者の理解や協力を得る。
　　　　    　(d) さまざまな分野に呼びかけをし「国史跡指定」化への理解を広げる。
　　　　２０００年 　 　２月１１日～１３日　第１回「南総発見フォーラム」開催
　　　　　　　　　 　 　６月２４日　第５回「保存する会」総会
　　　　２００１年 　 　５月２７日　県政懇談会参加（堂本知事へ「国指定」訴え）
　　　　　　　　　 　   ６月１７日　第６回「保存する会」総会
                  　　１０月１３日～２１日　南総里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４日　第１回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１日　第２回「南総発見フォーラム」開催
        ２００２年　　　６月３０日　第７回「保存する会」総会
                  　　１０月１３日～２０日  南総里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３日　第２回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０日　館山市主催
「里見まつりフォーラム」開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム「稲村城跡」
        ２００３年　　　７月　５日　第８回「保存する会」総会
                  　　１０月１１日～１９日  南総里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２日　第３回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８日　館山市主催
「里見まつりフォーラム」開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム「八犬伝のふるさと」
        ２００４年　　　１月２４日　「保存する会」臨時総会「稲地区道路路線問題」
                  　　　５月２２日　第９回「保存する会」総会
　⑤　保存運動の「第５段階」　2004年５月～（2011年７月）
（「国史跡指定」にむかう具体的な取り組み）
　　　　　　　1996年４月に保存運動が始まって以来、１５年目に入って大きな転機をむかえ、念願であった国史跡指定答申にむかって第一歩が歩み出された。　　　　この間、行政機関や文化関係団体、ＮＰＯなど幅広く協力関係をつくり、歴史的風土と文化財を活かした『まちづくり』を通じて、里見氏城郭群の国史跡指定化の方向性をさぐってきた。
　　　　　　　2005年３月、関係者の努力によって市道8042線問題も解決され、翌年1月に館山市長から地元関係者・地権者への説明会をスタートに国史跡指定化にむけての取り組みがおこなわれ、教育委員会のもとで調査検討委員会が設置された。そして2008年と2010年に「報告書Ⅰ・Ⅱ」が作成されるとともに、引き続き共有地管理組合脇田安保氏を中心に共有地関係の所有者確認調査がおこなわれ、館山市教育委員会は地元地権者の同意を得るという困難な作業に取り組んでいった。そのご努力には敬意を表したい。（国庫補助２ヵ年事業：2006年度に館山市稲村城跡調査検討委員会設置され、2008年3月『報告書』が作成されたが、2009年度に再度調査検討委員会が設置され『報告書Ⅱ』が作成された）
　　　　　　　「里見氏城郭群の国史跡指定」をめざす運動のなかでは、広域の自治体行政や安房地域の活性化につながるように位置づけ、全国の「国史跡指定」化の方法やプロセスを学びながら、活用化については実際に現地を見学してきた。
　　　　　　　　なお、まちづくりの面では、2004年以降ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム」（代表　愛沢伸雄）と連携・協働しながら、行政や他の団体ととも連携しながら市民参加による地域活性化の取り組みに関わってきた。
2009年6月14日に、地元稲地区町内会において「稲村城跡利活用委員会」が創設され、稲村城跡の利活用を円滑に図るための地域からの声をまとめていく機関がつくられた。地域から「国史跡」への指定化・整備事業にむけての動きは、大変重要なことで関係者のご努力に敬意を表したい。今後、地域の人々の動きから保存運動を展開していくことが望ましい。その意味でも、１６年におよぶ私たち「保存する会」の活動をどうしていくかを考える時期に来たとも言える。
        ２００４年　　５月２６日　ＮＰＯ法人南房総文化財・戦跡保存活用フォーラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　法人認証（里見氏関係文化財のガイド活動）
　　　　　　　　　　　６月　１日ＮＰＯフォーラムと協働してガイド養成講座開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「里見の城の学校」
　　　　　　　　　　１０月　２日～３１日  里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　１０日　第４回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　　１６日　館山市主催「里見まつりフォーラム」開催
「ムラに語り継がれる里見氏の歴史－里見氏語り部の４００年」
　　　　　　　　　　　１２月       ＮＰＯフォーラムと協働して、勉強会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「里見氏の歴史を学ぶ会」とフィールド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークを開催。以後１月（白浜城跡周　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺）２月・３月・４月（稲村城跡と九　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重地区）５月・６月
　　　　２００５年    ６月　８日  「房総里見会」発会式
        　　　　　　　６月１１日　第１０回「保存する会」総会
　　　　　　　　　　　６月　　　　ガイドブック「房総里見氏」編集委員会
　　　　　　　　　　　７月　　　　ＮＰＯフォーラムと協働して
「里見氏の歴史を学ぶ会」開催
　　　　　　　　　　１０月１０日  ガイドブック「房総里見氏」刊行
　　　　　　　　　　１０月　９日～１７日  南総里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　１０日　第５回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　　１６日　館山市主催「里見まつりフォーラム」開催
　　　　２００６年　１月２６日～４月２３日　里見ガイド講習会開催（全１５回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師 岡田晃司氏 ・館山市中央公民館共催
　　　　　　　　　　２月４日    ＮＰＯフォーラムや地域諸団体と協働して、
「わたしたちの稲村城跡大発見」開催
                  　３月１２日 「里見の道ウォーキング」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白浜城跡から稲村城跡へ）
                    ４月２５日　ＮＰＯフォーラム「里見ガイド」サークル結成
                    ６月１１日　第１１回「保存する会」総会
９月　２日　里見ウォーキング　スタッフ説明会
　　　　　　　　　１０月　８日～１５日  南総里見ウィーク
　　　　　　　　　　　　　８日　第６回　里見ウォーキング
　　　　　　　　　　　　１４日　館山市主催「里見まつりフォーラム」開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関金子ども歌舞伎上演）
                  １２月１３日　館山市稲村城跡調査検討委員会（第１回）開催
　　　　２００７年　２月　３日～４月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　ちばデスティネーション・キャンペーン開催期間
　　　　　　　　　　２月　３日  ちばＤＣオープニング
　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県・館山市主催のミニ里見ウォーキング協力
館山駅から城山まで約８ｋｍ（参加250名）
                    ３月１６日　館山市稲村城跡調査検討委員会（第２回）開催
                    ４月２１日　館山市主催　ＪＲ「駅からハイキング」
　　　　　　　　　　　　　　　　「南総里見八犬伝ハイキング」協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　まちかどミニ博物館開催　（約1,250名参加）
                    ７月　１日　第１２回「保存する会」総会・講演会（77名参加）
　　　　　　　　　　７月２７日　館山市稲村城跡調査検討委員会（第３回）開催
　　　　　　　　　１０月２０日　里見紀行その６　滝田城編（77名参加）
　　　　　　　１２月　７日　館山市稲村城跡調査検討委員会（第４回）開催
   　　　　　　　 １２月　９日　第５回「国史跡指定」見学バスツアー（会員対象）
「鷲城跡と祇園城跡を訪ねて」（27名参加）
２００８年　２月　９日 「里見の道ウォーキング」（31名参加） 
　３月２６日　館山市稲村城跡調査検討委員会（第４回）開催
４月１１～１２日里見八犬伝ワールドin館山
　第１回　戦国コスプレ大会
１１日　八犬伝ツアー（滝田城跡など）
４月１９日　館山市主催　ＪＲ「駅からハイキング」
　　　　　　　　　　　　　　　　「南総里見八犬伝ハイキング」（309名参加）
                    ８月３１日　第１３回「保存する会」総会（館山コミセン）
　　　　　　     １０月１１日  講演会「里見忠義の終焉の地を訪ねて」
～「里見氏調査会」報告～
　　　　　　　　　　　　         川名　登・佐藤博信・滝川恒昭・和気俊行各氏
        　　　　　１０月１２日　「里見ウォーキング」
１１月２２～２３日里見八犬伝ワールドin館山　
第２回　戦国コスプレ大会
２３日　八犬伝ツアー（滝田城跡など）
１１月２９日　「国史跡指定」見学バスツアー（沼津市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　第６回「山中城跡と興国寺城跡を訪ねる」
２００９年　１月２４日　里見紀行その７「館山城編」
（講演：岡田晃司氏・館山市博・現地見学）　
　　　　　３月　８日　「里見の道ウォーキング」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“滝田城跡から稲村城跡へ”
　　　　　　　　　　６月１４日　稲地区「稲村城跡利活用委員会」設立総会
　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保存全国協議会より「第１０回和島誠一賞」京都同志社大学での受賞式出席
                    ６月２７日　講演会「岡本城跡の発掘調査報告」（小高春雄氏）
第１４回「保存する会」総会
        　　　　　１０月１０日　「エコウォーク」館山城跡周辺
（里見ガイド：金久修･ひろみ夫妻）
　　　　　　　　　１１月２８～２９日　里見八犬伝ワールドin館山　
第３回戦国コスプレ大会（滝田城跡など）
１１月２９日　「国史跡指定」見学バスツアー（つくば市・桜川市）
　　　　　　　　　　　　　　　　第７回「小田城跡と真壁城跡を訪ねる」（32名参加）
２０１０年　２月２４日　里見紀行その８「稲村城と館山平野編」（67名参加）
（講演：滝川恒昭氏・遠山成一氏　
現地見学：岡田晃司氏）　　　
３月　６日　稲村城跡調査検討委員会
３月　８日「里見の道ウォーキング」“岡本城跡から北条郷へ”
　　　　　　　　　　６月　５日　稲村城跡草刈り（21名参加）
                    ７月１０日　「大井城跡」現地見学会（遠山成一氏）
第１５回「保存する会」総会
　　　　　　　　　　９月２６日　稲村城跡草刈り（12名参加）
１１月２７日「国史跡指定」見学バスツアー（宇都宮市・さくら市）
　　　　　　　　　　　　　　　　第８回「飛山城跡と勝山城跡を訪ねる」（27名参加）
２０１１年　２月１１日　「里見の道ウォーキング」（雪のためウォーク延期）

　　　　　　　　　　　　　　岡本城跡見学（10名参加）
　　　　　　２月１９日　里見香華さん文部科学大臣賞表彰祝賀会

　　　　　　４月　８日　稲村城跡内案内看板設置（田村さん看板制作・8名）
４月１０日　第18回「里見の道ウォーキング」
　　　　　　　　　　　　　　　　　“岡本城跡から宮本城跡へ”（36名参加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　東日本大震災義捐金（市役所　1万5千円）
　　　　　　　　　　５月３１日　稲村城跡草刈り（11名参加）

　　　　　　　　　　６月１１日　川名登先生ご逝去（77歳）

　　　　　　　　　　９月　６日　館山市議会、一般質問で稲村城跡の国指定史跡問題
                    ９月１１日　故川名登先生追悼講演会
「里見氏研究のあゆみ」（岡田晃司氏・滝川恒昭氏）
第１６回「保存する会」総会
　　　　　　　　　　９月２５日　稲村城跡草刈り（15名参加）

　　　　　　　　　１１月１７日　里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）国史跡指定

の答申について各社から取材
　　　　　　　　　１１月１８日　国史跡史跡答申の報道問題

１２月１８日「国史跡指定」見学バスツアー（大田市・佐野市）
　　　　　　　　　　　　　　　第９回「金山城跡と唐沢山城跡を訪ねる」（30名参加）
     　　２０１２年 １月２４日　里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）国史跡指定
　　　　　　　　　　　　　　　　官報掲載
２. 会の目的と活動方針（１９９８年１２月承認）
（１）「里見氏稲村城跡を保存する会」暫定会則
  会　名　里見氏稲村城跡を保存する会
　目　的　（後述）
　会　計　会を運営する必要経費は、会員より徴収する会費（年額1000円）とする。
　組　織  この会には、総会・世話人・事務局を置く。
　総　会　総会はこの会の最高機関であって、原則として年１回開催する。
　　　　　総会では活動報告・会計報告・次年度の活動計画・役員選出。
（前総会で「次回総会まで新会に則した会則を定め」としたがそのままである）
　　　　　日常の会務は事務局が執行する。当面、会の組織運営・活動方針・役員関係などで総会が開催できない場合は、事務局常任会議で決定し、総会に報告し了承を得る。
　世話人　４人の世話人であたり、会の代表は代表世話人とする（代表世話人愛沢伸雄）
  事務局  会の事業の企画・立案にあたり、総会に図る。会運営上の事務処理を行う。  
　　　　　局員は会員の中から事務局長が依嘱し、必要に応じて会議を開催する。
　事務局長　（島田）
  事務局常任会議    （島田）・（愛沢）・（金久）・（石井）・（担当者随時）
　研究者支援グループ    千葉城郭研究会・千葉歴史学会中世史部会
　事務局体制
　　総　務　　　・組織（会員）体制整備、「会則」検討
　　　　　　　　　　（１）草刈り関係　　（２）保存・整備・案内関係
　　　　　　　　　　（３）事務局作業関係（４）事務処理・会員拡大
                ・総会資料作成
　　　　　　　　・「みつめる」冊子管理、会報会誌作成発行、通信、資料発送
                ・年会誌・冊子・ガイドブック等企画調整・作成
    広　報　　　・マスコミ・行政・議会・歴史関係団体等などの渉外
　　財 政（会計）・会費徴収、賛助金管理、会誌・冊子等販売会計
　　企画・会誌　・史跡等見学会企画運営、ガイド養成                      
　　　　　　　　・「里見の道」ウォーキング、「里見紀行」講演会等企画運営
　　　　　　　　・年会誌・冊子・ガイドブック等企画作成
　　調査・研究　・研究資料収集・作成、年会誌作成、歴史関係研究会への参加
　　　　　　　　・研究者との共同研究調査活動
　　文化財　　　・文化財調査研究・資料収集、全国の保存・史跡化運動
　　　　　　　　・文化財保護法等法律対策、「国指定」史跡指定化問題等
＜参考＞　１９９６年４月「保存する会」結成時の会の目的(抜粋）
① 会は稲村城跡を史跡として保存することを目的とし、城跡を破壊
から守る。また地権者の方々や地域の理解を得ながら「史跡指定公園」をめざす。
             　② 会は稲村城跡がもつ歴史的価値を広く訴え、保存や史跡指定のため　　　　　　　　　  
の調査活動や啓蒙活動をおこなう。その際、里見氏研究者や中世城                    郭研究者、文化財保護の専門家のアドバイスや支援を求める。
（２）「保存する会」の目的と活動方針
　（Ａ）目的　名称「里見氏稲村城跡を保存する会」とし、会の目的を以下とする
　　　①めざすこと
        　　「里見氏城郭群の国史跡指定をめざす」とともに、安房の文化遺産か　　　　　　　　　　ら地域を学び、文化遺産を後世に伝えていく役割を担う
　　　②そのねらい－地域の文化遺産を残すために
　　　　（ａ）「活用する」
　　　　　　２１世紀に入って、安房の文化遺産のひとつである「里見氏城郭群」の国　　　　　　　史跡指定化をすすめ、安房の歴史的風土の保存・再生の起爆剤とするとと　　　　　　　もに、文化遺産の活用の場を創造していく。
　　　　（ｂ）「伝える」
　　　　　　地域文化の保存と再生を視点に、里見氏関連文化財など安房を代表する文　　　　　　　化遺産をはじめ、安房の歴史的な環境や風土をあらわす文化遺産について　　　　　　　も学ぶとともに、地域に根ざす市民の立場から後世に文化遺産を伝える文　　　　　　　化活動を積極的に展開する。
　　　　（ｃ）「学ぶ」
　　　　　　いままで取り組んできた戦国期里見氏城郭群の文化財に加えて、海洋に関　　　　　　　わる考古・古代遺跡をはじめ、里見氏前史の中世城館跡や、近世の陣屋遺　　　　　　　跡・海防遺跡、近代の戦争遺跡、さらには地域にある様々な構造物（道路　　　　　　　・港・用水路・橋・溜め池・トンネル・炭焼き・製鉄鍛冶・海産物加工場　　　　　　　・製材造船など）の産業遺跡などを調査研究しながら、安房が房総半島南　　　　　　　端にあることでの歴史的文化的特性を学びつつ、安房の歴史的環境や文化　　　　　　　遺産への認識を広げる。その際、安房の歴史が東国史や列島史のなかで、　　　　　　　どのように位置づけられるかも視野に入れる。
（Ｂ）活動方針と活動内容
　　　地域文化の保存と再生を視点に、安房の歴史的な環境や風土にある文化遺産を学　　　  びながら、私たちの住む地域を知り、地域に根ざす市民の立場から、安房の文化　　　　遺産を後世に伝えていく文化活動を展開する。
　　　①　安房全体の文化運動・文化活動にするために、市民サイドにたった活動方針　　　　　　を創造していく。
　　　②  地域・市民ぐるみの歴史的環境や文化財保護のあり方を考えるためにも、市　　　　　　町村文化財審議会や市町村文化財関係団体、博物館関係者との交流を積極的　　　　　　に図る。地域で取り組む文化活動では、教育委員会などの「後援」を要請す　　　　　　る。
　　　③　従来通り、会全体で集い・講演会・フィールドワークなどに取り組み、一人　　　　　　ひとりの学ぶ力を結集する。そのためにも、会が活性化するように企画・運　　　　　　営を工夫し、参加しやすいかたちを追求するとともに、「年会誌」を作成し、　　　　　　会の活動の成果や会員などの調査研究を報告する。
　　　④　里見氏研究に興味・関心をもつ会員を中心にして、研究者・専門家の協力を　　　　　　得ながら、調査研究の勉強会をおこなう。
　　　⑤　地域の文化遺産・文化財ガイドブックなどを作成する。
　　　⑥　その他さまざまな文化遺産に関しても、研究部会あるいは勉強のための部会　　　　　　を組織することも視野に入れる。
（Ｃ）当面の活動方針
（１）　「国史跡指定」化のための提案
        ①　保存運動の展開のなかで、「稲村城跡」の歴史的な価値が解明されつつあ　　　　　　
り、評価を高めている。（佐藤博信千大教授講演・論文）
　　　　②　千葉県では中世城郭の国指定史跡は「本佐倉城跡」ひとつだけなので、南　　　　　　　房総からもうひとつ、里見氏の中世城郭を「国史跡指定」に、との声をあ　　　　　　　げる。（峰岸純夫中央大教授講演）
　　　　③　会則「稲村城跡の史跡化」とは、具体的に「国史跡指定」とする。その際、　　　　　　　「稲村城跡」のみならず里見氏ゆかりの城跡をセットで指定の対象として　　　　　　　史跡化の運動をすすめる。
　　　　④　その候補は、当面は稲村城跡・白浜城跡・滝田城跡・宮本城跡・岡本城跡　　　　　　　・館山城跡とするが、今後、研究者・専門家のアドバスを受けるとともに、　　　　　　　中世城郭研究の進展を踏まえて、地域の文化財の見直しや「掘り起こし」　　　　　　　をすすめながら、その候補地をさらに検討していく。
　　　　⑤　引き続き里見氏研究に興味・関心をもつ会員を中心にして、研究者・専門　　　　　　　家の協力を得ながら、調査研究の勉強会をおこなう。
＜参考＞
　　　　　　　　峰岸氏から「・・・・稲村城の今後について、またいろいろ相談したく思います。２つのコース、まず県指定から立ち上げて国指定へもっていくか、一気に国へと行くか。文化庁の方では、地権者同意と土地関係の整理が前提なので、その辺が今後の問題となろうかと思います。どちらにしても、稲村城と周辺の（遺構の）残りのよい城をセットにして、里見氏城郭群として押し出すのがよいと思います。順序としては、館山市が指定に向けて立場を明確にすること、そして県、文化庁との折衝をすることが肝要かと思います。・・・」とのコメントをいただいています。
　（２）　史跡化運動の留意点
　　　　①　市町村の文化行政・地域振興の長期計画を吟味・検討して、新しい「もの」　　　　　　　に頼るだけではなく、地域の文化遺産など今「あるものを活かして」の地　　　　　　　域の活性化が図られるように、地域に根ざした市民の立場から提案しつつ、　　　　　　　文化行政に協力する文化活動も提起する。
　　　　②　とくに、「国史跡指定」をめざす運動は、広域の市町村行政や安房地域の　　　　　　　活性化につながるように位置づけ、市町村単位での史跡指定・史跡公園な　　　　　　　どの整備にむけての情報を提供する。その際、全国の「国史跡指定」化の　　　　　　　方法を学びながら、この地域での史跡化のプロセスや「国史跡指定」のプランなどを地元・地権者や市町村当局・教育委員会に提案していく。　　
　　　　  (a)「国史跡指定」に対して、広域市町村間での連携をとり、各自治体の文化　　　　　　　
行政との兼ね合いを考えながら、会の活動への理解と協力を得る。
　　　　  (b)「国史跡指定」にむけて、各地元・地権者への働きかけをおこなう。
　　　　  (c) 文化財を活かした「まちづくり」・地域振興プランづくりがなされるよ　　　　　　　  

うに、「国史跡指定」にすることで、文化財関係団体や商工・観光関係者の理解や協力を得る。
　　　　  (d) さまざまな分野に呼びかけをし、「国史跡指定」史跡化への理解を広げる。そのために懇談会などを随時呼びかける。　　　　　　　　 
各安房郡市町村行政関係　安房広域行政市町村機関
　　　　　　　　各市町村議会関係、教育委員会関係、文化財審議会、文化財保護関　　　　　　　　　
係団体、各地権者・住民、商工会議所関係、青年 会議所、観光協会、ライオンズ、ロータリーなど

３. これまでの事業実績 （１９９６～２０１１年）   
　（１）稲村城跡保存に関する請願（９６年６月６日提出・９７年１２月２２日採択）
　（２）稲村城跡フィールドワーク（１７回）
　（３）稲村城跡ガイドマップ作成・看板（解説板）設置
      　　新版「稲村城跡（周辺地域の歴史と伝承）ガイドマップ」（２色刷り）
　（４）稲村城跡ボランティアガイド養成講座（９７年６月より）
　（５）稲村城跡草刈り（９７年１月より３１回　※２回実施）
　（６）ウォークラリー稲村城跡わんぱく探検（９７年８月１０日実施）
　（７）わたしたちの稲村城跡大発見フェア（９７年５月１１～１８日）
　（８）講演会（「房総里見氏と稲村城跡をみつめる」）とシンポジウム
　　　　講演会（１７回・９６年４、５、６、12月、９７年２月、９８年12月、2000年６月、2001年６月、2002年６月、2003年６月、2004年６月、2006年２・６月、2007年７月、2008年10月、2009年６月、2011年9月）
　　　　　　　　うち「シンポジウム」形式（９７年１１月、９９年３月、2006年２月）
　　　　　　　　　　　　「里見氏再考－里見氏の実像に迫る」
　　　　　　　　　　　　「海からみた安房－東京湾をめぐる中世東国の世界」
　　　　　　　　　　　　 　　　　「わたしたちの稲村城跡大発見」
　　　　　　　　　　　 「里見氏調査会報告会～里見忠義の足跡をたずねて」
　                    　「岡本城跡の発掘調査報告」・「里見氏研究のあゆみ」
（９）展示会（３回・９７年12月　９９年３月）
　　　「大野太平遺稿展」「鎌倉と安房の交流史」「安房の郷土史研究に貢献した人々」
（10）「里見の道ウォーキング」（17回・９６年11月　９７年１，３，11月　　　　
　　　　　　９８年２、10月　９９年７、11月　2000年11月、2001年10月
2002年12月、2003年２月、2004年２月、2006年３月、2008年２月
2010年３月、2011年４月）
       第１回「白浜城跡」・第２回「滝田城跡」・第３回「宮本城跡」
　　　 第４回「館山城跡」・第５回「岡本城跡」・第６回「久保城跡」
　　　 第７回「滝田城跡と犬掛古戦場」・第８回「白浜城跡から稲村城」
       第９回「石堂寺から稲村城」・第10回「正文寺から稲村城」
　　　 第11回「稲村城から館山城」・第12回「滝田城跡から宮本城跡」
　　　 第13回「木ノ根峠から岡本城跡」　第14回「白浜城跡から稲村城跡へ」
第15回「房総往還を歩く 稲村城跡から北条へ」
第16回「滝田城跡から稲村城跡へ」・第17回「岡本城跡から北条郷へ」
　　　 第18回「岡本城跡から宮本城跡へ」
（11）「里見紀行」
（８回・９８年２、４、６月 2001年２月 2003年２月 
2007年10月　2008年1月　2009年１月　2010年２月）
　　　　白浜編　その１「白浜城と杖珠院」
　　　　富浦編  その２「岡本城とゆかりの寺社」
　　　　三芳編  その３「滝田城と延命寺」
　　　　鋸南編　その４「勝山城と妙本寺」
　　　　富山編　その５「里見番所と平久里郷」
　　　 南房総編 その６「滝田城跡」
館山編　その７「館山城編」
稲村城　その８「稲村城と館山平野編」
（12） 房総里見氏講座（９７年５月から１０月までの５回）
（13） 冊子刊行（「里見氏稲村城跡をみつめて」第１～４集）
　　　　　　　　ガイドブック「房総里見氏」（６００円）の刊行・販売
（14） 出版書籍執筆（「すべてわかる戦国大名里見氏の歴史」）
（15）「国史跡指定」城跡見学バスツァー（会員対象）
　　　　第１回「本佐倉城跡と佐倉城跡を訪ねる」（千葉県）2003年12月 ５日（金）
        第２回「興国寺城跡と長浜城跡を訪ねる」（静岡県）2004年12月11日（土）
　　　　第３回「鉢形城跡を訪ねる」　　　　　　（埼玉県）2005年12月10日（土）
　　　　第４回「八王子城跡・滝山城跡を訪ねる」（東京都）2006年12月10日（日）
　　　　第５回「鷲城跡・祇園城跡を訪ねる」　　（栃木県）2007年12月 ９日（日）
第６回「山中城跡と興国寺城跡を訪ねる」（静岡県）2008年11月29日（日）
　　　　第７回「小田城跡と真壁城跡を訪ねる」　（茨城県）2009年11月29日（土）

　　    第８回「飛山城跡と勝山城跡を訪ねる」　（茨城県）2010年11月27日（土）

　　    第９回「金山城跡と唐沢山城跡を訪ねる」（群馬県）2011年12月18日（日）
（16）「南総発見フォーラム－花と里見と八犬伝」実行委員会への参加
　　　　　　２０００年２月１１～１３日　　館山市・館山市教育委員会＜後援＞
　　　 「南総発見フォーラム－海と里見と八犬伝」実行委員会への参加（共催団体）
　　　　　　２００１年１０月１３～２１日　館山市・館山市教育委員会＜共催＞
　　　　　　　「里見サミット」　　　　１０月２０日
        　　　「里見ウォーキング」　　２００１年１０月１４日(２２０名参加）
　　　　館山市主催「南総里見まつりフォーラム」実行委員会への参加（協賛団体）
        　　２００２年１０月１３～２０日 
　　　　　　　　「里見ウォーキング」　　１０月１３日
　　　　　　　　シンポジウム「稲村城をさぐる」１０月１９日
        　　２００３年１０月１１～１９日 
　　　　　　　「里見ウォーキング」　　１０月１２日
　　　　　　　　シンポジウム「八犬伝のふるさと」１０月１９日
            ２００４年１０月２日～３１日
　　　　　　　「里見ウォーキング」１０月１０日（日）（関係者63名　参加者51名）
　　　　　　　　シンポジウム「ムラに語り継がれる里見氏の歴史」１０月１６日
            ２００５年１０月９日～１６日
　　　　　　　「里見ウォーキング」１０月９日（日）（関係者60名　参加者50名）
　　　　　　　 シンポジウム　１０月１５日（土）
           ２００６年１０月８日～１５日
　　　　　　　「里見ウォーキング」１０月８日（日）（関係者60名参加者160名）
　　　　　　　「里見まつりフォーラム」関金子ども歌舞伎　１０月１５日（土）
  （17）関連企画（里見氏関係企画事業・里見氏交流・書籍販売など）
２００２年４月２８日「ＪＲ駅からハイキング」
（約1,000名参加：館山市観光協会に協力）
        ２００３年３月２２日
白浜町中央公民館主催事業に協力「稲村城跡から白浜城跡を歩く」
       ２００３年１０月３０日　館野小学校総合学習に協力「稲村城跡」見学　
       ２００４年２月２２日　広場登山クラブ主催「高根山・真倉浅間山～烏山城趾」
       ２００２年月９月１、２日　鳥取県関金町訪問（会の有志）
「里見まつり」見学・全国里見会との交流
　　　　　　　　　　　　　　 関金町長、倉吉市長への挨拶　　　　　
       ２００４年２月２８日　戦国山城フォーラム「秋元城と秋元氏をめぐる町」
　　　 ２００５年６月８日　「房総里見会」発会式参加　
　　　 ２００７年２月１８日　たてやまコミュニティビジネス研究会
「南総里見八犬伝・井戸端会議」（参加100名）　　　　　
　　　 ２００７年２～４月　
ちばＤＣ協力事業「南総里見八犬伝ロマン紀行」バスツアー 館山市観光協会　
　　　　　　　　　　　　ＮＰＯフォーラム「里見ガイド」サークル（全８回：93名）
　　　 ２００７年２月３日 ちばＤＣオープニング 千葉県・館山市主催　　　
「里見ウォーキング」開催協力館山駅・城山間：約８ｋｍ（参加250名）
       ２００７年４月２１日  ＪＲ「駅からハイキング」『南総里見八犬伝ハイキング館山市主催・里見ウォーキング実行委員会（約1,250名参加）
「八犬伝のふるさと里見のまち館山」まちかどミニ博物館（約12,000名）
       ２００７年１２月１４～１６日　里見調査会発足（川名登代表）・鳥取県倉吉市
２００８年１０月１２日　※２００９年１０月１０日

「里見ウォーキング」（NPOフォーラムと協働）
参加者に「あわ・がいど－里見ガイド」が同行するエコウォーク実施。
２００８年　４月11～12日・11月22～23日・２００９年　11月28～29日

里見八犬伝ワールドin館山　第１回～第３回　戦国コスプレ大会

八犬伝ツアー（滝田城跡など）（NPOフォーラムへの協力）
２００９年８月２１～２３日　第２回里見調査会（川名登代表）・鳥取県倉吉市
４．2011年度 事業計画
保存運動の「第５段階」の最終場面をむかえ

今後、「保存する会」の方向を決定する。
（「保存する会」の目的をふまえ、「国史跡指定」答申後に決定する）
　　　　　　　1996年４月に保存運動が始まって以来、１６年目に入って大きな転機をむかえ、国指定史跡答申にむかう最終段階になった。この間、行政機関や文化関係団体、ＮＰＯなど幅広く協力関係をつくり、歴史的風土と文化財を活かした『まちづくり』を通じて、里見氏城郭群の国指定史跡化の方向性をさぐってきた。
　　　　　　　2005年３月、関係者の努力によって市道8042線問題も解決され、翌年1月に館山市長から地元関係者・地権者への説明会をスタートに国指定史跡化にむけての取り組みがおこなわれ、教育委員会のもとで調査検討委員会が設置された。そして2008年と2010年に『報告書Ⅰ・Ⅱ』が作成されるとともに、引き続き共有地管理組合脇田安保氏を中心に市教育委員会は、共有地関係の所有者確認調査がおこない、地元地権者の同意を得ていくという困難な作業に取り組んできた。そのご努力に敬意を表したい。（国庫補助２ヵ年事業：2006年度に館山市稲村城跡調査検討委員会設置され、2008年3月『報告書』が作成されたものの再検討となり、2009年度に再度、調査検討委員会が設置され、新体制で『報告書Ⅱ』を作成した）
本年（2011年）７月末に国史跡指定にむかう第一歩が踏み出された。こ
の件に関して、先の９月館山市議会定例会において、龍崎滋議員から質問があり、石井教育長より、次のような答弁がなされた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１.地権者の合意をいただいた区域について、平成２３年７月下旬、　　　

文部科学大臣宛てに「国史跡指定」意見具申書を提出したとこ
ろです。
２.国史跡に指定された場合、地元の意見を尊重したうえで、保存
整備検討委員会を立ち上げ計画的な保存と整備をおこない、観
光資源としての活用も図りながら、地域振興にむすびつけてい
きたいと考えています。
　　　　　　　この教育長の答弁に対して、その後龍崎議員から「この史跡指定の決定については、市民が大きな期待をいだくのは当然であります。今日まで保存運動に邁進されてきた方々をはじめとして、地元地域・地権者、さらに南総里見氏を今また館山の歴史文化として、大きく蘇らせようと努力されている方々が多数おられわけであります。このこのことは、歴史的な取り組みを実現するならば、市への文化的経済的な波及効果が計り知れないことを物語っているのではないかと思います。」との見解を述べ、次のような再質問をおこなっている。
１．基本的な稲村城跡の意義の件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．公的資金投入の件

　　　　　　　３．里見氏のＮＨＫ大河ドラマ化の動きに市はどうに関わっているか。
　　　　　　　４．地元周辺地域の振興策や活性化策の件
ところで里見氏城郭群の「国史跡指定」をめざす運動のなかでは、広域の自治体行政や安房地域の活性化につながるように位置づけ、全国の「国史跡指定」化の方法やプロセスを学びながら、活用化については実際に現地を見学してきた。
　　　　　　　　また、まちづくりでは、2004年以降ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム」（代表　愛沢伸雄）と連携しながら、行政や他の市民団体と協働して、市民参加による地域の活性化の市民活動に関わってきた。
2009年6月14日に、地元稲地区町内会において「稲村城跡利活用委員会」が創設され、稲村城跡の利活用を円滑に図るための地域からの声をまとめていく機関がつくられた。この間の地域からの「国史跡指定」化・整備事業にむけての動きは大変であったと聞く。教育委員会担当者や地元関係者のご努力に敬意を表したい。今後、地元地域の人びとを核にして、まちづくりの視点から市民の声を聞きながら、保存整備事業が推進されていくことを望んでいる。
來年度は、１６年間継続してきた「保存する会」の活動について検討し、その方向を決定することとした。本年2012年１月24日、国の文化財審議会から文科大臣に答申された里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）が国史跡と告示されたことで、その目的は達成された。今後、「臨時総会」を開催して、会の方針を決定して、来年度総会では「保存する会」の節目としたいと思っている。
「国史跡」から整備に移っていくが、安房地域全体にとっても重要な出来事であるので、自治体間での連携・協力をとり、各自治体の文化行政の質を高めていってほしいと思う。地権者や館山市稲地区の方々には、稲村城跡「国史跡」の取り組みが、今後、追加指定が可能ということで、安房地域全体の里見氏城郭群「国史跡」への重要なステップになっていくということ、そして里見氏の歴史・文化が文化遺産として、末永く地域に根ざしていく契機になっていく理解を深めてもらいたいということである。
このことでは、稲地区の町内会において活動されている「稲村城跡利活用委員会」が核になって、地元の人びとが広く参画し、行政当局をはじめ、館山市民が一体となって、息の長い史跡化と整備事業にすすんでいくよう地域からの呼びかけがなされることを願っている。
文化財を活かしたまちづくり・地域振興プランづくりが重要である。その点で「ＮＰＯフォーラム」の取り組みは、市民の文化活動として貴重である。稲村城跡「国史跡」が地域づくり活動の面から極めて意義あることを学びながら、地域の文化財関係団体や商工・観光関係者の理解がさらに深まっていくように努めていきたい。行政と地元は整備にむけて息の長い動きになっていく。
市民活動として、地元をはじめ多くの人びととの協働の取り組みをつくりながら、「国史跡指定」化の意義を広めるとともに、他の「国史跡」城跡を視察したり、史跡整備のプロセスや「国史跡指定」の活用プランなどを調査研究していくことの支援していきたいと思っている。
第１回「本佐倉城跡と佐倉城跡を訪ねる」（千葉県）2003年12月 ５日（金）
        第２回「興国寺城跡と長浜城跡を訪ねる」（静岡県）2004年12月11日（土）
　　　　第３回「鉢形城跡を訪ねる」　　　　　　（埼玉県）2005年12月10日（土）
　　　　第４回「八王子城跡・滝山城跡を訪ねる」（東京都）2006年12月10日（日）
　　　　第５回「鷲城跡・祇園城跡を訪ねる」　　（栃木県）2007年12月 ９日（日）
第６回「山中城跡と興国寺城跡を訪ねる」（静岡県）2008年11月29日（日）

　　　　第７回「小田城跡と真壁城跡を訪ねる」　（茨城県）2009年11月29日（土）

　　 　 第８回「飛山城跡と勝山城跡を訪ねる」　（茨城県）2010年11月27日（土）

　　 　 第９回「金山城跡と唐沢山城跡を訪ねる」（群馬県）2011年12月18日（日）
５．事業計画方針と概要
　　　①　従来からの講演会や催し・フィールドワークをおこない、とくに調査・研究の取り組みやガイド・人材育成の面での役割を「ＮＰＯフォーラム」と協働しながら取り組んでいく。
２０１２年　４月１４日（土）会場：たてやま夕日海岸ホテル
里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）国史跡指定記念のつどい
－シンポジウムと祝賀のつどい－
　　　②　文化財を活用した「地域おこし」として、里見氏の歴史・文化や『里見八犬伝』は、まちづくりや観光にとっても極めて重要な施策であり、「里見氏城郭群の国指定史跡」化は安房地域にとって起爆剤になることを訴えていく。
　　　　　　なお「地域づくり」やガイド・人材育成の面の点で「ＮＰＯフォーラム」や房総里見会とも連携をとって、協働体制（「あわ･がいど」）をとっていく。
3  会員が実際に「国史跡指定」となっている中世城郭を見学して史跡化にむけての理解を深める。専門家・研究者のアドバイスを受けながら、「国指定」史跡化について、その「国指定」のすすめ方や整備プロセスやなどを学ぶ。なおその際に、稲地区「稲村城跡利活用委員会」の皆さんの活動と協働していく取り組みを基本にしていきたい。
２０１２年１２月１８日（日）　第９回「国指定」城跡見学バスツァー
「金山城跡（群馬県太田市）と唐沢山城跡（栃木県佐野市）を訪ねる」
　　　　　　 　　　　≪ＡＭ６時・旧市民センター駐車場集合・参加費5,000円・昼食持参≫
④　これまで継続してきた稲村城跡の草刈り（年２回程度）や、見学者や市民の憩いの場として整備（ガイド・コースの案内板）などについて稲地区「稲村城跡利活用委員会」の皆さんの活動などと連動しながら、検討していきたい。　　　
ガイドブック「房総里見氏」と「安房古道をあるく」（各６００円）を広く
普及する。 
稲村城跡「草刈り」第１回６月１２日実施。第２回目は９月２５日実施
　　⑤　歴史関係学会との交流（千葉城郭研究会・千葉歴史学会など）や、里見氏研究
者の調査研究団体である「里見氏調査会」への支援など、安房の文化遺産に関
する研究会、あるいは勉強のための学習会を継続していく。
また、里見氏研究や城郭研究の専門家・研究者の皆さんによる書籍を紹介するとともに普及し、啓蒙活動を支援していく。
　　　　　　　　・川名登編「すべてわかる戦国大名里見氏の歴史」「房総里見一族」
　　　　　　　　・館山市立博物館「さとみ物語」（岡田晃司氏）
　　　　　　　　・滝川恒昭氏「房総里見氏文書集」・千城研編「房総の城郭」など
　　　　　　　　・「里見氏調査会」報告書
この地域で、歴史関係の集会や研究会が開催される場合には、保存運動や史跡化の取り組みを伝えるとともに、運動への支援・協力の依頼をおこなう。
　　　　　「安房歴史文化研究会」（会長 天野努氏・事務局石崎和夫氏）

⑥　この１６年の保存運動では、全国里見一族交流会の皆様のご支援やご協力をいただいた。今後も全国の里見氏関係の皆さんとの連携を深めながら、里見氏の歴史・文化の普及と、全国のゆかりの地での地域振興や「地域づくり」において、里見氏の文化財の活用を図るために支援・協力をしていきたい。
里見香華さんを会長に、鈴木恵弘さんを事務局長として「房総里見会」が活動し、県内各地の里見氏ゆかりの方々や里見氏の歴史・文化の普及を願う方々との交流の場になり、里見氏ゆかりの関係者との交流事業がおこなわれている。今後も房総里見会や全国里見一族交流会との連携を図っていきたい。２０１２年１０月１日に館山市で全国里見一族交流会総会が開催された。

　　⑦　会の冊子や関連書籍の宣伝・販売を積極的におこない、会財政の充実化を図る。
会のホームページはないが、「ＮＰＯ安房文化遺産フォーラム」のＨＰのなか
に、１６年間の保存運動や活動を紹介している。
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